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た五年に一度の国民議会選挙では、イスラーム主義政党 「公正開発党」が再勝利を果たした。チュニジアやエジプトでのイスラーム主義政党の失敗に注目が集まる中、モロッコの公正開発党は、同じくアラブの春を後押しとして念願の政権獲得を果たしたものの、体制との共存という戦略を採用し、現在まで政権を維持している。内務省の発表による 、二〇一六年選挙での有権者数は一五七〇万人（事前に有権者登録を行った者） 、投票
率は四三％であった（二〇一一年選挙は四五％） 。また、国内外から約四〇〇〇人の監視員が動員され、投票や開票作業に立ち会った。この選挙での上位政党は表１のとおりである。　
公正開発党の再勝利とそのライ














順位 政党名 略称 立場 獲得議席（特別議席）前回比
1 公正開発党 PJD イスラーム 125（27） ＋ 18
2 真正近代党 PAM 王党派 102（21） ＋ 55
3 イスティクラール党 PI ナショナリズム・保守 46（11） － 14
4 独立国民運動 RNI 王党派・中道 37（9） － 15
5 人民運動 MP ベルベル系 27（7） － 5
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ている。他方で、財政や社会経済問題などの比較的短期的な問題に関しては、政府や議会が比較的自由に決定することが許されてきている。実際に、公正開発党は 政権獲得直後から様々な改革を打ち立てた。たとえば、外資の呼び込みや高等教育制度の改革は、国民からの評価が高い 後者は 大学生に対する新設の奨学金制度を作り、新たに一億五二〇〇万ドルを充てることを決定したものである。
その額は以前と比較して七〇％増で、国内の全ての大学生約四〇万人のうち、一二万人がその恩恵にあずかることができたといわれている。加えて、学生の医療保険を一部無料とした。 また、 国内で様々な議論を生んだ燃料や電気 食品への補助金の削減、そしてそれらで得られた資金の主な配分先としての「社会的連帯プロジェクト」も注目に値する。同には約二〇〇〇万ドルが充てられており、主に離婚した女性や未亡人の支援、低所得世帯への医療・教育支援を目的としている。これにより、低所得世帯の七六万人児童が学校へ通うことができるようになったという報告もある。他にも、司法改革やインフラ整備、雇用の創出に対し、評価の声が上がっている。　
しかし、全ての政策や改革案は、
まず必ず国王と 関係 おいてレッドラインはどこなのか、そして何が共通の利益とな のかを吟味することから着手されている。たとえば、選挙マニフェストにしても実際の政治運営にしても、宗教に関する事柄にはほとんど触ていない。これは、イスラームにその正統性を依拠する国王を意識し、公正開発党が自主的に控えて
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